
1

(その 1)

(ふ り が な )

政 治 団 体 の 名 称

2 主 た る事 務 所 の所 在 地

3代 表 者 の 氏 名

4 会 計 責 任 者 の 氏 名

収 支 報 告 書

資金管理団体の指定の期間

■距■召■:蜜ヱ

<国会議員関係政治団体 D資金管理団体用>

令和|||1年 分

国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間

寒争:|II距 |II E III:蜜ヱ

当者

靱
臨
縣
賭
臨

,

記入もれ注意

チェックもれ注意

政治団体の区分

政 党 の 支 部

そ の 他 の 政 治 団 体

■

■

チェックもれ注意

活動区域の区分

■  2以 上 の都 道 府 県 の 区域 等

■  同 一 の 都 道 府 県 の 区 域 内

資金管理団体の指定の有無

■ 有
■   夕照 (以下、この欄の記載不要です。)

公 職 の 種 類

資 金 管 理 団 体 の

届出を した者の氏名

国会議員関係政治団体の区分

■  政治資金規正法第 19条の 7第 1項

第 1号に係る国会議員関係政治団体

■  政治資金規正法第 19条の 7第 1項

第 2号に係る国会議員関係政治団体

公職の候補者 の氏名

公  職  の 種  類
受

付

欄

-4:1412亀



(その 2)

1 収支の総括表

2 収入項 目別金額の内訳

収支の状況
必ず記入してください。
(0の場合は0と記入)

収 入 総 額

円

(前 年 か ら の 繰 越 額)

(本 年 の 収 入 額 )

支 出 総 額

翌 年 へ の 繰 越 額

(1)個人の負担する党費又は会費

金 額

円

員 数 (党費又は会費を納入した人の数)

(2)寄 附

ア 寄附 (イ を除く。)の区分 金 額 備 考

(ア )個 人 か ら の 寄 附
円

(う ち 特 定 寄 附 )

(イ )法人その他の団体からの寄附
(ウ )政 治 団 体 か ら の 寄 附 1,891,472
河ヽ 「計  (ア )+ (イ )十 (ウ ) 1,891,472 記入もれ注意 (ア )+(イ )+(ウ )

(寄附の うち寄附のあつせんによるもの) 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合   計 (ア 十 イ ) 1,891,472
ユ



(その 7)

(7)寄 附 の 内 訳 寄 附 者 の 区 分 政治団体

寄 附 者 の 氏 名
(団体にあつては、その名称 )

金  額 年月 日
住     所

(団体にあつては、主たる事務所の所在地)
職業 (団体にあつては、
代表者の氏名)

備考

自由民主党長崎県第二選挙区支部

円

600,000 R3.9.9 長崎県諫早市東本町2-4 加藤寛治

自由民主党長崎県第二選挙区支部 600,000 R3.10。 11 長崎県諫早市東本町2-4 加藤竜祥

自由民主党長崎県第二選挙区支部 500,000 R3.11.17 長崎県諫早市東本町2-4 加藤竜祥

加藤寛治後援会 150,000 R3.9.1 長崎県島原市今川町18501大手門ビル303 柴田英徳
事務所の
無償提供

加藤寛治後援会 41,472 R3。 12.2 長崎県島原市今川町18501大手門ビル303 柴田英徳

こ の 頁 の 小 計 1,891,472

そ の 他 の 寄 附 0

合 計 1,891,472

(注 1)同一の者からの寄附で年間 5万円を超えるものについては、
寄附者 (団体)ご とに記載すること。

(注 2)「その他の寄附」と「合計」の欄は、個人、法人その他の団体
又は政治団体の「寄附者の区分」ごとに、最後の頁に記載すること。
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(その13)

3 支出項 目別金額の内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額 備 考

1      ヤロ證 常 経 費

費(1)    人 件

円

(2)     光 熱 水 費

(3) 備  品 消 耗 品 費

(4) 事 務 所 費 159,900

′Jヽ 計 159,900 記入もれ注意

2政 治 活 動 費

費(1)組 織 活 動 1,424,769

(2)選 挙 関 係 費

(3)機 関紙誌の発行その他の事業費 記入もれ注意 ア十イ+ウ +エ

(4)調 査 研 究 費

(5) 寄  附 交  付  金

(6)そ の 他 の 経 費 150,000

/よヽ 計 1)574,769 記入もれ注意

合 計 1,734,669 (注 )当該政治団体の本部又は支部に対して供与した交付金に
係る支出については、項目ごとにその額を備考桐に記載し、
併せて(その16)の 添付が必要です。

祈



(その14) ↓いずれか 1つの項目に「レ」をつけてください。

(注 1)国会議員関係政治団体は 1件 1万円超の支出、資金管理
団体は 1件 5万円以上の支出について記載すること。

(注 2)「その他の支出」と「合計」の欄は、右上の 「項 目別区分」
の項 目ごとに、最後の頁に記載すること。

(2)経常経費 (人件費を除く。)の内訳 項 目別区分 回 光熱水費 回備品・消耗品費 事務所費レ

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあつては、その名称)

支出を受けた者の住所
(団体にあつては、主たる事務所の所在地)

備考

事務所家賃

円

50,000 R3,11.4 株式会社三央 長崎県島原市今川町1850-1

こ の 頁 の 小 計 50,000

そ の 他 の 支 出 109,900
△
口 計 159,900

こ
＼



(その15)

(3)政治活動費の内訳 項 目月け区分 組織活動費 (組織活動費 )

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあつては、その名称)

支出を受けた者の住所
(団体にあつては、主たる事務所の所在地)

備考

円

島原市有明町大三東丙150-10写真代 55,000 R3.9.22 写真にしかわ

そのぎ茶 36,150 R3.9。 24 島原雲仙農業協同組合 島原市萩原2丁 目5192-1

写真代 88,000 R3.9,27 たつみ写真館 島原市弁天町2丁 目7124-5

事務所賃料 150,000 R3.9,30 田上俊光 西彼杵郡長与町高田郷1434-1

切手代 31,500 R3.10。 1 島原江戸町郵便局 島原市新建2105

切手代 31,500 R3。 10。 6 杉谷郵便局 島原市本町乙351-4

レインコー ト、他 12,654 R3。 10。 12 ダイノーエレナ島原店 島原市城内3丁 目1263

誘導ライ ト 12,120 R3.10。 12 ナフコ島原店 島原市城内3丁 目1620

パー ト賃料 107,525 R3.10.13 中村久子 島原市城西中の丁2677-2

パー ト賃料 79)900 R3.10。 13 川本幸子 島原市有明町大三東戊3111

パー ト賃料 54,825 R3。 10.13 森本千尋 島原市有明町大三東甲2114-1

切手代 55,440 R3.10。 15 島原郵便局 島原市坂上6990

電気代 44,193 R3.10.27 九州電力 島原市城内1丁 目1207-1

電気代 74,664 R3.10.27 九州電力 島原市城内1丁 目1207-1

この頁の小計 833,471

その他の支出

合   計

(注 1)国会議員関係 団 1件 1万円 の 出、 理

団体は 1件 5万円以上の支出について記載すること。

(注 2)「その他の支出」と「合計」の欄は、右上の 「項目別区分」
の項目ごとに、最後の買に記載すること。

ど



(その15)

(3)政治活動費の内訳 項 目別区分 組織活動費 (組織活動費 )

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあつては、その名称)

支出を受けた者の住所
(団体にあつては、主たる事務所の所在地)

備考

事務所賃料

円

150,000 R3。 10.30 田上俊光 西彼杵郡長与町高田郷1434-1

パー ト賃料 197,625 R3.11。 18 中村久子 島原市城西中の丁2677-2

電気代 103,285 R3.11.22 九州電力 島原市城内1丁 目1207-1

この頁の小計 450,910

その他の支出 140,388

合   計 1,424,769

(注 1)国会議員 は 1件 1万円超の支出、資金管理
団体は 1件 5万円以上の支出について記載すること。

(注 2)「その他の支出」と「合計」の欄は、右上の「項目別区分」
の項目ごとに、最後の頁に記載すること。
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(その15)

(3)政治活動費の内訳 項 目別区分 その他の経費 (金銭以外のものによる寄付相当分 )

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあつては、その名称)

支出を受けた者の住所
(団体にあつては、主たる事務所の所在地)

備考

金銭以外のものによる寄付相当分

円

150,000 R3.9。 1 加藤寛治後援会 長崎県島原市今川町1850-1大手門ビル303 無償提供

この頁の小計 150,000

その他の支出 0

合   計 150,000

(注 1)国会議員関係政治団体は 1件 1万円超の支出、 理

団体は 1件 5万円以上の支出について記載すること。

(注 2)「その他の支出」と「合計」の欄は、右上の「項目別区分」
の項目ごとに、最後の頁に記載すること。

ぐ



(その17)

1 資産等の総括表

資 産 等 の 状 況

資産等の有無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 征 備  考

ア  土 地 レ

イ 建 物 レ

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 レ

エ 取得の価額が100万 円を超える動産 回

オ 預金 (普通預金及び当座預金を除く。)又は貯金 (普通貯金を除く。)

力 金 銭 信 託

キ 有 価 証 券

ク 出 資 に よ る 権 利 レ

ケ 貸付先ごとの残高が100万円を超える貸付金 レ

コ 支払われた金額が100万円を超える敷金 レ

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関する権利 レ

シ 借入先ごとの残高が100万円を超える借入金 レ

(注 1)

(注 2)

項 目ごとの資産の有無について、 「□」内に「レ」を記入すること。

有に記入した場合、項 目別に様式 (その18)に内訳を記載すること。

?



(その20)

宣誓書

(備考 )

1会計責任者本人が提出する場合にあつては本人確認書類の提示又は提出を、その代理人が提出する場合にあつては当該代理人の権限を

証する書面及び本人確認書類の提示又は提出を行 うこと。ただし、会計責任者本人の署名その他の措置を講ずる場合は、この限りでない

2政治団体の解散に伴う報告書の場合は、会計責任者の氏名の他、代表者の氏名を記載すること。また、代表者及び会計責任者本人が提

出する場合にあつては本人確認書類の提示又は提出を、これらの者の代理人が提出する場合にあつては当該代理人の権限を証する書面及

び本人確認書類の提示又は提出を行 うこと。ただし、代表者及び会計責任者本人の署名その他の措置を講ずる場合は、この限りでない。

添付書類 (別添のとおり)

1 領収書等の写し

3 政治資金監査報告書 (国会議員関係政治団体に限る。 )

この報告書は、政治資金規正法に従つて作成したものであつて、真実に相違ありません。

令和
‐
年 ||1月 ||1日

政治団体の名称   加藤りゅうしよう後援会

会計責任者の氏名   田中 孝博

(代表者の氏名 (印))

記入もれ注意

代表者は解散時のみ

rO



政治資金監査報告書

令不日4年 11月 21日

加藤りゅうしょう後援会

代表  柴田 英徳  殿

登録政治資金監査人

登 録 番 号

研修修了年月 日

久Z冷タ
第 1674号
平成 21年 7月 10日

1監査の概要

(1)私は、政治資金規正法 (以下「法」という。)第19条の13第1項の規定に基づき、加藤りゅうしょう後援会の令和3年に係る法第12条第1項に

規定する収支報告書のすべての期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書

等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書 (支出の目的が記載された振込明細書の写しを含む。以下

同じ。)について、支出に関する政治資金監査を行った。

(2)この政治資金監査は、法第19条の13第 2項に定めるところにより政治資金適正化委員会が定める「政治資金監査に関する具体的な指針」

(以下「政治資金監査マニュアル」という。)に基づき行つた。

(3)私 の責任は、外部性を有する第二者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告

書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かつた支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書について、

政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告することにある。

(4)この政治資金監査は、加藤りゅうしょう後援会の主たる事務所において行った。



2監査の結果

私が実施した政治資金監査の結果は、以下のとおりである。

(1)法 第19条の13第2項第1号に規定する事項について、会計帳簿、領収書等、領収書等を徴し難かつた支出の明細書が保存されていた。

(2)法 第19条の13第 2項第2号に規定する事項について、会計帳簿には、当該国会議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が

記載され、かつ、当該国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条の13第2項第3号に規定する事項について、法第12条第1項に規定する収支報告書は、会計帳簿、領収書等、領収書等を徴し

難かった支出の明細書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4)法 第19条の13第2項第4号に規定する事項について、振込明細書に係る支出目的書は、存在しなかった。また、領収書等を徴し難かつた

支出の明細書は、会計帳簿に基づいて記載されていた。

3業務制限

加藤りゅうしょう後援会と私との間には、法第19条の13第5項の規定に違反する事実はない。

また、加藤りゅうしょう後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者との間においても、同様である。

以  上


